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　本書は乳癌患者を実際に診療する

にあたってガイドとなる，B6 判 

224 頁の白衣のポケットに容易に入

るサイズの冊子である．表紙はピン

ク色でピンクリボンを思わせ，乳腺

を扱う本であることを想定させる装

丁である．

　執筆は中村清吾センター長（現・

昭和大学病院乳腺外科教授）を中心

とした聖路加国際病院の乳腺科の

チームが担当されているが，チーム

で乳癌患者を診療する視点から記載

され，極めて実践的ですべての職種

が利用できる内容となっている．

　内容を点検してみると，マニュア

ル本にありがちな know-how もので

はなく，疫学，予防，検診から診

断・治療まで通常の診療について記

載されていることはもちろん，乳癌

の生物学的な特徴を理解するための

ホルモン受容体，HER2 を含む病理

組織検査について図入りで概説され

ている．また，まだ日本では一般化

していないが，将来導入される可能

性のある遺伝子発現解析についても

言及している．さらにインターネッ

トを通し患者が入手できる豊富な最

新情報に対し，医療者が相談を受け

た際に対応ができるよう配慮されて

いる．

　治療のセクションでは，乳癌治療

チームが bad news を伝え，がん治

療（手術，薬物，放射線療法）を実

施する際に直面する問題を，副作用，

医療費，再発・終末期に至るまで患

者が置かれているそれぞれの段階に

応じて，適切に治療・マネジメント

ができるようにチームとしてかか

わっていくためのポイントがわかる

ように書かれている．さらに大きな

特徴は，ガイドラインの枠を超える

最新のものについては第Ⅲ相試験の

概要とその結果を紹介し，担当医が

考察，決定できるようにしているこ

とである．小冊子にもかかわらず重

要な文献がどの章にも取り上げられ

ており，単に執筆者の考えあるいは

ガイドラインの押し付けになってい

ないところもよい．

　本書は，これを参考に乳癌専門の

医療ができ，さらに乳癌診療に対す

る基本的な考え方も理解できる内容

となっているので，乳癌専門の医療

者ばかりでなく，乳癌を専門にして

いない医師やプライマリ・ケアを行

う看護師・薬剤師にも推薦できる良

書である．病棟・外来の机の引き出

し，あるいは白衣のポケットに

ちょっと入れておくと便利である．
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